
懇話会の検討にあたり参考となる取組 
 
〔テーマ１：地域コミュニティ活性化に向けた地域組織について〕 
 
１ 大岩山の再生に向けた取組（深草支所） 
   課題 

伏見区深草にある大岩山は，夜間は暗く，人目につかない山林が多いことな
どから，かねてから大量の不法投棄が絶えず，地域の課題となっていた。 

 
    地域住民と京都市との協働の取組 

平成１９年９月に伏見区役所深草支所，まち美化事務所等本市関係部局，警
察署，京都市農協深草支部，ＮＰＯ法人京都深草ふれあい隊竹と緑（平成１８
年設立），深草自治連合会等，行政と地域住民が協働で不法投棄物を重点的に
回収し，地域の竹を使用した不法投棄防止柵等の設置を行った。 
この取組がきっかけとなり,「深草の環境を良くしたい」との思いから地域

住民が動き出し，平成２０年２月から，地域住民，ＮＰＯ，各種団体，学生等
と行政が協働で不法投棄を根絶し，美しい里山に再生することを目指し「わが
まち深草・大岩山ワークショップ」を開始し，大岩山の再生活動をスタートし
た。 
活動にあたっては，「出来ることから始めよう」「誰でも，いつでも，好きな

ときに参加できる」「いろいろな出会いがある」という基本姿勢の下，地域住
民同士の交流や，外国からの研修生（タイ，アフリカ）との交流を図る等，交
流の幅を広げ，これまで延べ約１，０００名の地域住民等が参加している。 

 
    活動の成果 

これまで１３回のワークショップを開催し，不法投棄ゴミの撤去（約１００
ｔ），竹柵の作成，設置等の活動を行うとともに，地元中学校や高校，ワークシ
ョップ参加者により手作りの啓発看板を作成，設置し，「森の美術館」と呼ぶに
ふさわしい道になりつつある。 
今後も「竹と花・緑の路（みち）深草 森の美術館」を合言葉に，地域住民

と共に「里山」の再生保全活動を進めていく。 
 
 （参考：大岩街道周辺地域の経過） 
  昭和４０年代 違法な造成や野外焼却行為が始まる 
  平成 ８年  是正指導実施，京都市取組方針決定 

・ 野焼きなど悪質・重大な違法行為の排除 
・ 将来的な土地利用構想の策定 

 
 
２ 東山区役所と住民との協働の取組 
裏面「東山区における主なまちづくりの取組」参照 
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〔テーマ２：具体的な地域コミュニティ活性化の方策〕 
 
○ まちづくり委員会の取組 
  本能学区 

   ア まちづくり委員会の発足 
     本能学区は，京染の生産地として発展し，地域には，京染をはじめ様々な

伝統産業の職人が居住し，ものづくりや商いが行われていた。 
     しかし，近年，和装産業の低迷により廃業した京染などの工場跡地にマン

ションが建設されるなど，まちの変容が急激に進むとともに，人口の急激な
増加により地域コミュニティにも大きな変化が生じている。 

     そのような中，平成１1 年に，自治連合会の役員に限らず，学区外の事業
者や，本能学区に興味のある学生，マンション居住者等も参加する組織「ま
ちづくり委員会」が発足し，「住みたいまち，育てたいまち・働きたいまち・
本能」をキャッチフレーズに取り組んでいる。 

 
  イ 主な取組 
    平成１２年度～ ・まちなかを歩く日の取組（公開工房等） 

１３年度  ・学区全戸を対象としたまちづくりアンケート調査 
            ・マンション実態調査 

             （委員会のメンバーが手分けして実施） 
       １４年度  ・地区計画策定 

・冊子「本能学区まちづくりのしおり」作成 
       １８年度  ・全国都市再生モデル調査の実施 
              ○ マイキモノプロデュースの商業ベース化の検討 
              ○ 三条通人通り倍増計画の検討 
              ○ 着物姿でそぞろ歩きが似合うまちなみ計画 

（のれんの花スタンプラリー等） 
              ○ 若者まちづくり巻き込み計画 
                （本能ものしり講座の開講等） 
 
   ウ 取組の成果 
     「地区計画の方針」と地区計画には盛り込めないまちづくりの方針をまと

めた冊子「本能まちづくりのしおり」の作成等にあたり，徹底した議論を行
ったことにより，まちづくり委員会のメンバーがこの内容を十分に理解でき
たことで，その後の活発なまちづくり活動へと展開できた。 
また，まちづくり委員会に本能学区に愛着のある学生や専門家等様々な

方々の参加のもと，地域の特色である“染め”を活かした取組等，活発な活
動を行っている。 

 
    明倫学区 
   ア まちづくり委員会の発足 
     明倫学区は，織物，染呉服の問屋街，繊維の室町筋として知られ，また，

祇園祭に山鉾を多く出す伝統文化を継承してきた地域である。 



     しかし，和装・繊維産業の低迷，マンション等の高層建築物の増加による
町並みの変貌，居住者の高齢化と新しい住民の増加による地域コミュニティ
の弱体化など様々な課題を抱えていた。 

     平成８年度から，住民・企業・行政が相互にパートナーシップを組み，地
域の課題の共有化と具体的なまちづくりの方法論を探るため，テーマ別の部
会ごとに議論を始め，その過程において地域住民を中心とするまちづくり協
議会の必要性が共通認識となり，平成１３年にまちづくり委員会が発足した。 

 
 イ 主な取組 

     平成１２年度～ ・まちなかを歩く日の取組（お茶会等） 
１５年度  ・明倫まち歩き（気づいたことを写真に撮り，それを基

に話し合うことで現状を確認する） 
16・17 年度 ・マンション実態調査，居住者へのアンケート調査 

             ・意見交換会，シンポジウムの開催 
             ・学区全戸を対象としたアンケート調査 
       １８年度  ・地区計画策定 
             ・冊子「祇園祭を受け継ぐ風格あるまち，商いと暮らし

が響き合うまち 明倫」の作成 
       １９年度  ・全国都市再生モデル調査の実施 

  ○共有・共用空間を活用したまちづくり拠点形成に向
けた検討 

  ○祇園祭にふさわしい風格あるまちなみ形成（エアコ
ン室外機カバー設置等） 

  ○まちづくり拠点のネツットワーク化に向けた検討 
       ２０年度  ・明倫学区マンション合同避難訓練 
             ・明倫学区マンション情報交換会 
 
   ウ 取組の成果 

「地区計画の方針」と地区計画の方針には盛り込めない内容も含めたまち
づくりの方針を具体的に説明する冊子を並行して検討することで，地区計画
の方針に掲げたまちづくりの目標の実現に向けた具体的な取組の検討がで
きた。 
また，取組過程で防災，防犯，地域交流，子育てなど様々な議論ができた

ことにより，幅の広い取組へと展開している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〔テーマ３：地域コミュニティ活性化に向けた行政組織について〕 
 
○「まちづくりアドバイザー」について 

    経過 
    「京都市における行政区制度のあり方について」（京都市行政区制度検討調

査会報告）や「京都市市民参加推進計画」において，地域における市民主体の
まちづくり活動を支援するため，まちづくりの専門家の派遣の必要性が提案さ
れた。 
区役所が市民の身近なところで地域行政を推進する総合行政機関としての

役割を果たし，地域づくりの拠点としての機能をより一層発揮するための取組
の一環として，まちづくりに関する専門的な立場から，地域における市民主体
のまちづくり活動を支援する「まちづくりアドバイザー」を配置している。 

 
    制度の概要 
   ア 人数 ６名 
 
   イ 身分 京都市非常勤嘱託員 
 
   ウ 業務内容 

 各区役所・支所で職員とともに事業を推進するほか，地域の課題解決のた
め，地域に出向いて地域住民の活動をサポートする。 

 
    ① 地域における自主的なまちづくり活動の支援 

・ ワークショップ等の企画立案 
・ 運営に係る助言・指導及び結果の分析 など 

    ② 各区基本計画の推進に関するアドバイス 
・ 各区基本計画推進会議の企画運営 
・ 計画推進にためのアドバイス 
・ データ分析 など 

    ③ まちづくりに関する幅広い助言 
      まちづくりに関する専門的な知識・経験を生かした区役所実施事業への

助言              
 


